
東
海
再
処
理
工
場
は
海

の
す
ぐ
そ
ば
で
標
高
六
メ

ー
ト
ル
で
す
。
こ
の
敷
地
内

「
半
地
下
建
屋
」
に
高
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
液
貯
蔵
タ
ン

ク
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
福

島
の
時
の
よ
う
な
十
五
メ

ー
ト
ル
も
の
津
波
が
押
し

寄
せ
て
い
れ
ば
、
首
都
圏
は

壊
滅
し
て
い
た
だ
ろ
う
と

推
測
し
て
い
ま
す
。

東
海
再
処
理
工
場
に
は
現

在
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

が
三
四
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
、

六
ケ
所
再
処
理
工
場
に
は

二
二
〇
立
法
メ
ー
ト
ル
も

貯
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
福
島

で
大
気
放
出
さ
れ
た
量
の

七
七
倍
も
の
セ
シ
ウ
ム
が

東
海
再
処
理
工
場
に
あ
り

ま
す
。
六
ケ
所
に
は
三
五
倍

で
す
。
い
っ
た
ん
事
故
が
あ

れ
ば
、
福
島
事
故
の
数
十
倍

も
の
深
刻
な
汚
染
が
起
こ

る
わ
け
で
す
。

高
レ
ベ
ル
廃
液
に
係
わ

る
事
故
で
す
が
、
ま
ず
は
、

ウ
ラ
ル
の
核
惨
事
（
一
九
五

七
年
）
で
す
。
高
レ
ベ
ル
廃

液
が
乾
固
し
て
硝
酸
塩
の

爆
発
が
起
こ
り
、
風
向
き
に

沿
っ
て
広
範
囲
に
渡
っ
て
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脱
原
発
政
策
の
実
現
を
め
ざ
す
全
国
市
民
グ
ル

ー
プ
の
集
会
が
十
二
月
五
日
衆
議
院
第
一
議
員
会

館
で
開
催
さ
れ
、
市
民
・
国
会
議
員
・
関
係
省
庁
担

当
官
が
話
し
合
い
を
持
ち
ま
し
た
。
参
加
者
は
総
数

二
〇
〇
人
を
超
え
過
去
最
大
数
と
な
り
ま
し
た
。
岩

手
の
会
か
ら
は
五
人
が
出
席
し
報
告
と
討
論
に
参

加
し
ま
し
た
。

第１部 報告「再処理工場の大事故」：永田文夫氏

講演「迫りくる巨大地震と巨大噴火」：巽好幸氏

第２部 ヒアリング集会：高レベル廃液 地震・火山

プルトニウム削減 核燃サイクルの経費

◎署名簿提出（第三次分）原発・核燃・プルトニウムやめよ

これまでの総計は４万３５２７筆

◎永田報告は ホームページ「三陸の海・岩手の環境」に掲載。

原
発
と
原
爆
は
、
地

球
が
途
方
も
な
い
時
間

を
か
け
て
無
く
し
た
放

射
能
を
わ
ざ
わ
ざ
作
っ

て
い
ま
す
。
こ
ん
な
物

を
未
来
の
子
供
た
ち
に

残
す
な
ど
倫
理
的
に
あ

り
得
る
で
し
ょ
う
か
。

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

液
を
液
体
の
ま
ま
保
管

す
る
な
ど
、
と
て
も
安

心
出
来
ま
せ
ん
。

署
名
簿
提
出
に
あ
た
っ
て

ー
岩
手
の
会
：
河
内

上 東海再処理工場

右 高レベル放射性廃液

タンク（コンクリート内設置）



汚
染
し
ま
し
た
。
右
の
図
は

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
の
汚
染

地
図
で
す
が
、
東
海
再
処
理

工
場
の
廃
液
に
は
こ
の
四

三
倍
が
、
六
ケ
所
に
は
十
八

倍
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

旧
西
ド
イ
ツ
で
は
一
九

七
六
年
に
、
再
処
理
工
場
で

高
レ
ベ
ル
廃
液
の
重
大
事

故
が
起
こ
れ
ば
国
民
の
半

数
が
死
亡
す
る
と
い
う
報

告
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
で
は
高
木
仁
三
郎

さ
ん
が
高
レ
ベ
ル
廃
液
百

立
方
メ
ー
ト
ル
中
の
セ
シ
ウ

ム
、
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
、
ル

テ
ニ
ウ
ム
の
１
％
が
放
出

さ
れ
た
際
の
被
ば
く
線
量

を
試
算
し
て
い
ま
す
。
現
在

六
ケ
所
工
場
に
は
二
二
〇

立
法
メ
ー
ト
ル
貯
蔵
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
右
図
の
二
倍

に
な
る
わ
け
で
す
。

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

に
は
様
々
な
核
種
が
含
ま

れ
て
い
て
、
各
国
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
注
目
す

る
核
種
が
異
な
っ
て
来
る

わ
け
で
す
が
、
い
ず
れ
に
せ

よ
廃
液
事
故
は

⑴
冷
却
能
力
の
喪
失
沸
騰

⑵
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

の
完
全
蒸
発
乾
固

⑶
放
射
性
物
質
の
溶
融
揮

発
、
環
境
へ
の
直
接
放
出

と
い
う
三
段
階
を
経
ま
す
。

現
在
日
本
で
行
わ
れ
て

い
る
新
規
制
基
準
適
合
審
査

で
は
、
第
二
段
階
ま
で
し
か

評
価
せ
ず
、
第
三
段
階
の
溶

融
・
揮
発
の
問
題
は
審
査
し

て
い
な
い
、
過
少
評
価
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
何

回
も
「
な
ぜ
第
三
段
階
を
審

査
し
な
い
の
か
」
と
規
制
委

側
に
尋
ね
て
き
ま
し
た
が
回

答
は
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

高
レ
ベ
ル
廃
液
の
安
定

化
・

ガ
ラ
ス
固
化
の
問
題

に
移
り
ま
す
。

高
レ
ベ
ル
廃
液
は
大
変

な
自
己
崩
壊
熱
を
出
し
続

け
る
の
で
絶
え
ず
冷
却
し

続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
複
雑
な
配
管

の
あ
る
タ
ン
ク
で
冷
や
し
、

さ
ら
に
放
射
線
の
せ
い
で

発
生
す
る
水
素
を
掃
気
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

原
子
力
学
会
誌
で
は
冷
却

さ
れ
な
け
れ
ば
約
十
五
時

間
で
沸
騰
に
達
し
、
そ
れ
か

ら
七
時
間
で
水
素
爆
発
濃

度
に
達
す
る
と
説
明
さ
れ

て
い
ま
す
。

高
レ
ベ
ル
廃
液
は
一
滴

の
経
口
摂
取
で
百
％
致
死

の
７
シ
ー
ベ
ル
ト
に
達
す

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
を

一
刻
も
早
く
固
化
安
定
化

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

東
海
再
処
理
工
場
で
は
二

〇
〇
八
年
一
月
以
来
廃
液

の
閉
じ
込
め
量
が
低
下
し

固
化
作
業
が
停
止
し
て
い

ま
す
。
六
ヶ
所
も
ト
ラ
ブ
ル

続
き
で
進
ん
で
い
な
い
状

況
で
す
。

六
ヶ
所
の
技
術
は
、
先
行

す
る
東
海
再
処
理
工
場
の

段
階
で
う
ま
く
行
っ
て
い

な
か
っ
た
技
術
を
移
転
し
、

大
規
模
（
約
五
倍
）
に
し
た

も
の
で
す
か
ら
、
失
敗
続
き

は
当
然
な
の
で
す
。

青
森
、
茨
城
、
岩
手
で
は
、

環
境
を
放
射
能
で
汚
す
こ

の
再
処
理
工
場
の
廃
止
を

要
求
し
、
監
視
す
る
活
動
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
市
民
の

共
同
の
運
動
に
よ
っ
て
少

な
く
と
も
次
の
よ
う
な
成

果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

⑴
竣
工
を
延
期
さ
せ
、
廃
止

の
可
能
性
も
出
て
き
た
。

⑵
新
規
制
基
準
審
査
を
厳
重

に
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
。

⑶
東
海
再
処
理
工
場
を
廃

止
に
追
い
込
め
た
。

⑷
高
レ
ベ
ル
廃
液
の
早
期

安
定
化
を
東
海
で
開
始
。

⑸
最
悪
時
の
対
策
を
も
考

え
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
。

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

の
と
て
つ
も
な
い
危
険
の

真
実
を
公
表
し
、
新
規
制
基

準
適
合
審
査
を
厳
格
に
実

施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
日
本
独
自
と
さ

れ
る
ガ
ラ
ス
固
化
技
術
は

破
綻
し
て
い
る
の
で
、
英
仏

方
式
の
導
入
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
（
尚
）

ウ
ラ
ル
の
核
惨
事

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
汚
染
地
図

も
し
日
本
で

高
レ
ベ
ル
廃
液

事
故
が
起
こ
っ
た
ら
！

高   廃液 一滴

呑 込  致死量

西ドイツ政府のシミュレー

ションを報ずる毎日新聞

１９７７（昭４２）年1月１５日

両
図
と
も
、
故
高
木
仁
三
郎
氏

の
著
作
か
ら
。

化学実験の１滴は 0.05 ミリℓ。

経口接取なら致死量の

４～７シーベルト

廃
液
 
 
 
 
固

化
体
 
 
 
 
立
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分
 
死

亡
 
 
 
。


